



The Relationship between Attic Museum and the Dainippon Youth Group :  




































































































































資料陳列所を創立するためである。」［大西　1972：1］）、1934（昭和 9）年 11月 2日大日本聯合青年団
郷土資料陳列所主任（嘱託）に就任。郷土資料陳列所（以下、陳列所。図 1、図 2）は大日本聯合青
年団理事長田沢義鋪の肝いりの事業であったが、同年中に田沢は理事長を辞す。1937（昭和 12）




































































































和 9. 5.」［『柏葉拾遺』］、他にも 1935（昭和 10）
年に来日したシュミットとの記念写真である
「255　シュミット博士を囲みて　綱町邸　昭和






















































　前述したように大西は、1934（昭和 9）年 11月 2日大日本聯合青年団郷土資料陳列所主任（嘱
託）に就任しているが、この陳列所にアチックから村上清文が 1935（昭和 10）年 9月より日本青年
館郷土資料陳列所に勤め始めることになる。村上は 1936（昭和 6）年 5月（8）からアチックに住み込
み、民具研究や民具資料整理を行った人物であり［小林　2014a：72］、十島調査にも参加してい




































































































































































7月～昭和 14年 5月、昭和 15年 8月）
・大日本聯合青年団『日本青年新聞』
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注
（1）1905⊖1979男鹿の脇本村出身の農家。農民運動に参加、大西伍一によって敬三らアチックに紹介。
1935年『男鹿寒風山麓農民手記』など、アチックにおいて出版される。東京に出て民族学博物館の管理
人などの合間、敬三やアチックにて農業指導を行なう。その後、地元秋田に戻り、開拓村にて農家を継
続。その間も数多くの執筆を行ない自著「もの言う百姓」を地で行った人物。
（2）この辺りのこととして教育学者の小林は次のように述べている。「同時代の教育史研究で不可避のテ
ーマとされてきているアナ・ボル論争一教育による社会改造は可能であるとするアナ派と不可能である
とするボル派の論争一に大西を位置づけてみよう。中内敏夫は「ボル派のいう不可能論は教職を捨てる
という行動を帰結として導く」とのべている。大西は、アナ派の筆頭であった下中弥三郎と終始行動を
共にしていたばかりでなく、『土の教育』は、「従来は社会の一属性として、それ自身に於て自己を解放
する力を与へられてゐなかった教育をこそ先づ革命しなければならん」（大西伍一『土の教育』（平凡
社、1926）111頁）というように、教育による社会改造を訴える論調に満ちている、しかるに彼はボル
派の論理的帰結となるような行動をとっている。すなわち、大西は教員をやめようとしており、実際、
この書が出版される直前に教育界から身を引いた」［小林　1983：34］
（3）同書「はしがき」に「前年京都の黒正教授等の苦心に成つた郷土史研究者名簿は、我々の計書の大
なる刺戟であり、又調査の基礎であつた。」［農村教育研究会編　1930：1］とあり、また松本は『郷土
研究家名簿』作成に際し、柳田から大西へ参考資料として京都大学農学部黒正巌のまとめた『郷土史研
究者名簿』が渡されたと指摘している［松本　1996：10］。
（4）本報告書論考篇収載、室井康成「選挙粛正運動と青年団―司馬遼太郎の “若衆 ”観からの問い―」
参照。
（5）吉田は昭和 13年頃から保谷の民族学博物館の管理人となる。「日録を書き終ってから第三の仕事を
与えられた。それは保谷の民族学博物館の常任小使いになれというのである。それも良かろうと承認す
る前に一つの条件を示した。何万という莫大な資料の掃除や火災の注意、又研究員へのお茶汲み仕事等
それは自分の誠意で出来る事だが、ただあり来たりの使う人使われる人の人格的身分差別をされたり、
又来る学者が己の学問を鼻にきせ学者ぶって、無学の私に対して卑下的行為の表現や行動の差別をされ
るようなら止める。栄一翁は官尊民卑の悪習を打破した、先生もそれを守ってくれますか。又暇があっ
たら広大な博物館敷地の遊んでいる土地を耕しても良いか、その代り月給は、百姓をしていた時の収入
以下でも良いという申込みをしたのであった。そしたら先生は、それは君言うまでもない、元来アチッ
クではその精神で実行しているのだから心配はない、畑も耕し鶏も養いという事で手を打って民族学博
物館住となった。（中略）私を民族学博物館によんだ後、先生は何回も、君はあれで満足しているのか
い。出て来たのを後悔しているのでないかと心配してくれた。そう言われる度に私は、もったいなくて
その都度土下座して感謝したい気持だった。」［吉田　1979：311］、「かくて終戦となり、私は意を決し
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て郷里に帰り、又百姓になる事をご相談申し上げたら、大変お喜びになられ、石黒先生ともご相談なさ
れて、渋沢先生、有賀先生、中山先生等の友人だった二田是儀先生に紹介状を持たせられ、そして二田
先生の大きなご尽力で現在地に開拓者として入植したのである。（中略）かくて入植後も先生はご心配
下さりリュックを背に地下足袋で二十一年八月二十二日にお出でになられ、星の見えるあばら小屋で蚊
に食われながらお泊り、開拓者に力づけて下さった。」［吉田　1979：312］
（6）進藤自身も陳列所に漁具とその解説を送った人物であり大日本聯合青年団と大西による情報が縁と
なってアチックと関りを強めた人物であったと考えられる［「青年の郷土研究　瀬戸内海の漁具」『日本
青年新聞　第九十九號』昭和九年十一月一日付、九面］
（7）アチックにおいても、その後のアチックの研究に対する思考・姿勢やそれに伴う地方研究者への研
究奨励といった一連の行動の機縁となった事例であったともいえ、大西を中心とした人的ネットワーク
がアチックに大きく関与した事例だといえるであろう。
（8）村上がアチックに住み込むようになった昭和 6年（1931）5月については拙著「アチック同人から見
るアチック・ミューゼアム研究史　―藤木喜久馬を事例に―」を参照。
（9）1935（昭和 10年）「二月十三日　村上清文氏が主任で青年團郷土資料室に開催された「スキーとカ
ンヂキ」の展覧會（自十日至十六日）出品民具の撮影のため宮本馨太郎、木川半之丞兩氏出張。」［「DI-
ARY」『アチックマンスリー 8号』1936：3］
（10）図 3はその歓送会時の写真である。
（11）「（注：昭和十一年）二月五日　大西伍一氏来館（同氏は本日から漁民傳編纂のため出勤される由）」
［「DIARY」『アチックマンスリー 8号』1936：3］
（12）鈴木は大蔵永常についても研究している［「DIARY」『アチックマンスリー 38号』1938：4⊖5］
（13）その後、1940（昭和 15）年 1月に高橋は土地寄付を撤回する。
